
５月17日、知覧文化会館で頴娃、知覧、川辺の遺
族会の方など関係者約200人が参列し行われました。
塗木市長が式辞で「戦没者の思い、ご遺族の苦難

の記憶を共有し、子どもたちへ悲惨な戦争の教訓を語
り継いでいくとともに、平和と命の尊さを伝えていくこ
とが、私たちの責務です」と述べ、参列者全員で戦没
者のご冥福を祈り、平和への誓いを新たにしました。

▲ 遺族会代表や来賓の皆さんが追悼のことばを捧げ、参列者全員で献花をし、
戦没者のご冥福を祈りました。

南 九州市戦没者追悼式 ～平和と命の尊さを伝える～

日本水産（株）と立地協定
～バナメイエビの陸上養殖施設を～

▼ 日本水産㈱・山下中央研究所所長（写真右）は、「日本水産㈱の養殖技術を
注力し、地域住民と共に事業を成功させたい」と意欲を示されました。

▲ 美しい景色が望める芝生の広場での「海辺のライブステージ」。吹奏
楽の生演奏やフラダンスを楽しみました。

５月30日、市役所で日本水産㈱（東京都）との立
地協定式が行われました。この協定は、日本水産㈱
が、国内では初となる大規模なバナメイエビの養殖施
設を建設するにあたり、建設・操業が円滑に行われる
よう相互協力体制を構築するものです。バナメイエビ
は、主に東南アジアや中国で養殖され冷凍品で輸入
されており、新たな養殖施設では、国内での周年出
荷体制を整えるための拠点施設を目指します。

５月15日、番所鼻自然公園で「ばんどころ絶景祭り2016」が開催され
ました。この祭りは、ＮＰＯ法人頴娃おこそ会が主催となり、地元の方を中
心とするボランティアにも支えられた毎年恒例のイベントです（市商工会青
年部頴娃支部・頴娃観光協会共催）。雨まじりの天気にもかかわらず、約
2,800 人の来場者でにぎわい、自然が織りなす絶景やさまざまなイベント、地元
ショップの出店などを楽しんでいました。今回は新たに「森で遊ぼう！」をテーマ
として、ブランコやハンモック、お菓子作りなどの体験コーナーが設けられ、来
場者は、海だけでなく森の魅力も満喫しました。

▲ 地元ショップの出店「こっそいマルシェ」。自慢
の一品が並びました。

ば んどころ絶景祭り2016 ～海に ! 森に ! 頴娃をとことん楽しもう!! ～

▲ 森に作られたブランコやハンモック。親
子で楽しめ大人気でした。

▲ 番所鼻から釜蓋神社までの海岸線を散
策した「シーホーウォーク」。
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第 50回全空連鹿児島県空手道選手権大会（個人
戦）が開催され、南九州市空手道連盟の子どもたち
が優勝２人、準優勝３人、入賞９人と大活躍しまし
た。中でも好成績を残した有村文

ふみちか

慶くん（頴娃小１
年）と猪狩頼

ら い む

夢くん（知覧小２年）は全日本大会と
九州大会に、岩元流

る い

星くん（別府小２年）は九州大
会に出場します。頑張ってください。

▼ 南九州市空手道連盟の子どもたち。日々練習に励んでいます。県大会の様
子が７月か８月にテレビで放映されますので、ぜひご覧ください。

▲「かごしまの農林水産物認証制度」認証を受ける、ＪＡいぶすきさつまいも
専門部会の尾曲部会長（写真右）。

５月25日、釜蓋神社（頴娃町）で「えいもちゃん」
の初荷出発式が行われました。価格安定を期待し
て、今年度産についても勝負運の神様である釜蓋神
社へ奉納を行いました。生産者や関係機関など総勢
80人ほどが参加し、より一層の有利販売を祈願しま
した。式ではテープカットなどが行われ、平成 28年
度産「えいもちゃん」を盛大に送り出しました。

県空手道選手権大会で大活躍 ～幼児、小・中学生 14人が入賞～

えいもちゃん（紅さつま）を初出荷
   ～釜蓋神社で販売繁盛を祈願～

▲ 地域一体となって行われる地引網漁体験。郷土の恵まれた自然に感謝すると
ともに、海岸清掃も頑張りました。

大漁だョ！全員集合
　　　～頴娃小学校 地引網漁体験～

５月14日、頴娃小学校の児童が、先生と保護者、
地域の皆さんが見守る中、前原海岸で地引網漁を体
験しました。これは 30 年以上続く伝統行事で、郷
土の良さを見直す機会となっています。児童らは何
が獲れるかワクワクしながら懸命に網を引き、大漁
の魚に喜びの声を上げました。獲れた魚を観察して
楽しんだ後は、保護者の皆さんで調理し、参加者全
員でおいしくいただきました。

５月24日、大丸小学校で佛淵國弘さんが飼って
いるポニーの乗馬体験がありました。佛淵さんのお
孫さんが今年１年生になり、家に遊びに行った友達
が興味を持ったことがきっかけになったそうです。
緊張していた児童も、乗馬後は「楽しかった」と笑
顔。最後に児童が「乗馬は初めてでワクワクしてい
た。心に残る体験ができました」とお礼を述べました。

▼ 楽しみにしていた子、ちょっと不安気な子、さまざまでしたが、ポニーに乗っ
て背中をピンとした姿は凛々しく見えました。

大 丸小学校にポニーがやってきた ～全児童 20人が乗馬体験～


